
地域再生計画（汚水処理施設整備交付金）の事後評価について 
 

都道府県名 愛知県 事業実施主体 新城市 
地域再生計画名 

 
山、川ふるさと水の再生計画 

計画期間 平成 23年度～平成 27年度 事業期間 平成 23年度～平成 27年度 

 

 指標 
基準値 目標値 実績値 

達成状況に関する評価 

 基準年度  年度  基準年度 評価 
 
 
①地域再生計画に記載した

数値目標の達成状況 

 
 

指標 1 
水洗化率の向上 47.3% H21 60.0% H27 74.2% H27 ○ 

汚水処理施設整備交付金の活用により、農業集落排水施設の整
備 は効率的な実施ができ、一部浄化槽の整備が進まなかった

ものの目標を達成した。 

指標 2 水質階級Ⅰ地点の増加 39.0% H21 43.0% H27 52.9% H27 ○ 

 
汚水処理施設の整備の結果、河川の水環境が改善し、目標を達
成した。 

指標 3 観光入込客数の増加 202 万人 H21 
220 万人 

以上 
H27 307 万人 H27 ○ 

河川の水環境の改善、各種イベントの PR 活動等により観光客が増加
し、目標を達成した。 

②地域再生計画に記載した

数値目標以外の波及効果の

実現状況 

 
 

指標 1 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 

③事業の進捗状況 事業名 
整備量（その他の事業では取組内容） 

目標達成に対する評価及び今後の対応 
計画 実績 

 
 

 
特別措置を適用して行う 

事業 

農業集落排水事業（整備延長、処理場） 
13,266ｍ 

1 カ所 
13,219ｍ 

1 カ所 
水洗化率の向上に寄与し、新城南部地区の管路整備は全て完了した。今後は事業効果増進のため、接続の

促進に努める。 

個人設置型浄化槽整備事業 25 基 7 基 景気低迷などの要因等で申請件数が伸びず、整備目標に達しなかった。引き続き、広報啓発を行い、浄化

槽の整備を進めていきたい。 

 
 
 
 
 
 
その他の事業 

河川環境美化活動 自治体等各種団体による清掃活動の実施 
清掃活動を行うことにより、水環境の大切さを認識し、ふるさとの川を守ると共に公共水域の水質浄化につなが

っていると考えている。 

地域再生計画「森林総合産業の創出」 
ＮＰＯ法人森林真剣隊へ「市民参加の森づ

くり」の活動を委託し、市民自らが森づく

りを実践する事業 

毎年、刈払機技術講習会、チェーンソー技術講習会、森林作業実践講義、地域や学校への出前講座を開催し、多

くの市民が、森づくりの基礎となる森林整備技術を習得している。森林を適正に管理することで、公共水域の水

質浄化につながっていると考えている。 

地域再生計画「DOS 地域再生計画 

（Do Outdoor Sports）」 
アウトドアスポーツのまちづくりを進め、

経済の活性化と雇用の創出を図る事業 
マスコミに取り上げられるなど PR 効果があり、観光入込客の増加につながったと考えている。 

 
計画外で独自に実施した 
事業 

― ― ― 

 
 
 
④計画全体の総合評価 

 
本地域再生計画では、汚水処理施設整備交付金を活用した効率的な整備を図り、農業集落排水事業についてはほぼ計画通りに事業を進めることができた。浄化槽整備については、景気の低迷

などの要因等で整備目標は達成できなかったものの、全体として水洗化率の向上、水質階級Ⅰ地点の増加、観光入込客数の増加と、すべての指標で目標を達成する事ができた。 
引き続き、市内全体の水洗化率向上のため、浄化槽の広報啓発、公共下水道の整備を進めることにより、市内全域の水洗化を早期に達成したい。 

 
 


